
規制のサンドボックス 新たな電波試験制度

従来の制度（国家戦略特区における特定実験試験局）※平成28年1月20日総務省通達

新たな試験制度（レギュラトリーサンドボックス）

区域会議

区域計画

作成

内閣総理大臣認定

調整会議
※総務省、関係自
治体、実験を希望す
る事業者により、区
域会議の下に設置

作成

告示案

・周波数及び空中線電力
・地域及び期間
・混信防止の具体的措置
（混信が無いこと前提）

総務省
告示 事前調整

※即日免許・地域の周波数利用者
との調整
・無線従事者の設置

・設備利用者が
個別申請

区域会議

区域計画

作成

監視・評価委員会
（専門家等）

・ユースケースの限定
・周波数及び空中線電力
・地域及び期間（半年～１年程度）
・安全確保措置等（混信可能性が十分に低い）
※一定の技術基準、海外で承認済等
・関係者への事前通知・異議（１０日など）
・事後的措置（苦情申立制度、停止命令等）

申請・み
なし免許

・区域会議が区域計画の範囲内かを確認
・区域会議の確認完了で免許を得たものとみなす

・（同じ機器であれば）設備利用者を取りまとめた包括申請
も可能
・地域調整不要、期中における事後的措置に適切に対応
・無線従事者の設置の要否は機器に応じて柔軟に

助言

 ドローン、ＩｏＴ機器、ワイヤレス充電等、電波を利用した新たな技術について、大胆な実証
実験を可能とする試験制度を創設

実用化可能に

申請・
免許
取得

実証の結果
問題が無い
場合

区域計画

内閣総理大臣認定

同意

総務省

ここまでに半年～１年

ここまでに１～２か月

・電波法上の免許に
原則として包括移行

・実証実験を踏まえ
適用すべき規制を
精査／制度的対応

作成に２週間～１か月
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